
アクセント単位形の推測を用いた 

日本語複合名詞のアクセント句の合成 

青柳 詠美†  小島 正樹‡ 

東京薬科大学院 生命科学研究科†  東京薬科大学 生命科学部‡ 

 

 

1.はじめに 

近年、様々なテキスト合成音声システム

（TTS）が開発され、AI アナウンサーなど人に情

報を伝える技術になりつつある。しかし、現在

の TTS では、複合名詞句内において連続した名

詞句は結合する[1]、係り受け解析を考慮しなが

ら CRF で推測する[2]、といった手法を取るため、

テキスト解析から”話者による強調を含んだ表

現”は再現できないという問題がある。そこで

NHK アクセント辞典に掲載されているアクセント

単位形に着目し、アクセント単位形と話者の指

定する強調から実際に発生しうるアクセント句

を推測するシステムを作成した。本稿では、話

し言葉コーパス(CSJ)[3]を用いて、アクセント

単位形の推測とアクセント句の再現率を評価す

る。 

2.アクセント単位形の推測 

2-1.アクセント単位形とは 

アクセント単位形とは、[4]に記載の複合語と

アクセントの考え方である。１つの単位の中に

ピッチの下がる”下がり目”が複数回現れること

はないという前提の元に分けられ、普通に発音

する際にはポーズを置いたり、音を再度立て直

したりせず発音するが、強調などの特定のニュ

アンスを表す場合はこの限りではないと書かれ

でいる。筆者はこの点に着目し、アクセント単

位形を推測することによって強調などの特定の

話者の表現をコンピュータで再現する方法を検

討した。 

2-2.実験方法 

まずアクセント単位形を推測するために、複

合した後のアクセント核の位置を入力値とした

アクセント単位形を決定するアルゴリズムを(図

1)のように作成した。次に、CSJ のコア文章 201

講演を対象に短単位が２つ以上で構成され、 

 

 

 

 

 

名詞とエントリーされている長単位 11111 語を 

図 1 作成アクセント単位形推測アルゴリズム 

テストデータと訓練・検証データを 2:8 に分け、

CRF++[5]を用いてアクセント単位形が次の単位

と結合するか(0)しないか(1)を推測した。条件

によって学習形態素数が異なったため、詳細は

(表 1)に示す。ハイパーパラメータについては

4-fold grid search を行い、-c 引数として 

[0,0.01,0.05,0.1,0.5,1,5]から最も Macro f 値

の高かった 1 を、正則化関数として L1 を評価に

用いた。特徴量には、該当単位 2 つ前から 2 つ

先までの trigram、unigram と、該当単位 1 つ前

から 1 つ先までの bigram を使用した。品詞情報

を用いる場合は CSJ のものを使用した。 

2-3.結果と考察 

 結果を(表 1)に示す。表層形と発音を入力とし

た場合が最も高く、品詞情報も入力したものは

最も低い結果となった。詳細に見ると、アクセ

ント単位形結合(0)の再現率、適合率は共にアク

セント単位形乖離(1)の場合より値が低かった。

理由としては、複合名詞中に 0 ラベル(アクセン

ト単位形結合)に分類される短単位が 1(乖離)の

約 1/3 と少ないため CRF の学習にラベル数の差

が学習成果に影響している可能性が考えられる。 

3.アクセント単位形の推測を利用したアクセン

ト句の推測 

3-1.実験方法 

上記で作成した CRF モデルによるアクセント

単位形の推測結果と CSJ の BI ラベルを用いて、 

コーパスに記載された実際に発生したアクセン

ト句を再現できるかを実験した。BI ラベルとは

実際の音のピッチから判断された”次の単位との

結合度”を示し[6]、同じアクセント句である”1”,
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同じアクセント句でありながらポーズが入

る”1+p”, 違うアクセント句である”2”,違うイン

トネーション句である”3”などが付与されている。

今回実験では 1 のみを”強調なし(0)”、それ以外

を”強調あり(1)”と表現し、これと上記で挙げた

アクセント単位形推測 CRF モデルの結果を入力

値としたアルゴリズムを(図 2)のように作成した。 

図 2.作成したアクセント句推測システム 

 
比較として、規則ベースのアクセント句推測

アルゴリズムを作成した。作成には複合語のア

クセント規則[7]や数詞のアクセント規則[8]、

OPEN J TALK[1]、TASET[9]を参考にした。形態

素解析には Mecab[10]と unidic[11]辞書を用い

た。 

3-2.結果と考察 

 詳細を(表 2)に示す。既存ベースより全体的に

正答率が上昇した。これは、文法による規則よ

りもアクセント句の予測よりも有効であること

が言える。しかし、BI ラベル”1+p”のとき(アク

セント句は離れず、実際の発音ではポーズが見

られる現象)の推測に改善が見られない。これは

アクセント単位形の 0 ラベルの予測が悪いこと

が影響していることが考えられる。また、数詞

あり・なしで比較してみると有意な差がある。

これは今後議論が必要である。 

4.結論 

本研究では、NHK アクセント辞典に掲載され

ているアクセント単位形をコンピュータで推測

する CRF モデルを作成し、アクセント単位形と

話者の指定する強調から実際に発生しうるアク

セント句を推測・評価した。既存の文法による

アクセント句の推測より、コーパスのアクセン

ト句の再現ができるケースが増えたものの、ア

クセント単位形が結合する場合の推測の正解率

が低かった。この現象が複合動詞といった他の

品詞に通じることなのか、また、アクセント単

位形が結合する場合の適合率、再現率の向上を

するにはどの推測方法が良いのか、検討してい

きたい。また強調についても、手動の入力値ま

たはコーパスによる実測値を使用したが、今後

は文章から話者の強調を予測できるようにした

い。 
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表 2.アクセント単位形推測を用いたアクセント句の正解率 

 

表 1. 各条件でのアクセント単位形の推測 
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